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鉄道に おい ては 、 一般に 、指 令室 に おいて 指令 員が 管 轄する エリ アの 列 車の運

行を集 中的 に管 理 する。 運行 管理 の 目的は 列車 が計 画 された ダイ ヤ通 り に運行 し

ている こと をモ ニ ターし 、ひ とた び 運行が 支障 した 際 には「 安全 を確 保 するた め

にその 事態 に対 処 する 」「 列車 運行 の 乱れを 小さ くと ど め、速 やか に正 常 に戻

す」こ とに あり 、 これは 鉄道 の安 全 性や定 時性 に大 き な影響 を与 える 。 運行の 支

障は人 身事 故、 装 置故障 など のほ か 、大雨 ，強 風， 地 震とい った 自然 災 害によ っ

ても発 生す る。 発 災の際 には 列車 の 運転中 止や 速度 規 制（運 転規 制） の 対応が 指

令員に 求め られ る が、対 応は 指令 員 の力量 によ ると こ ろが大 きく 、力 量 向上が 鉄

道事業 者に おい て は大き な課 題に な ってい る。 すな わ ち、大 雨、 強風 、 地震等 の

発生に よる 運転 規 制にお いて は、 指 令員は 防災 情報 シ ステム 等か らそ の 発生を 知

得する と、 関係 列 車をま ず停 止さ せ 、その 後、 関係 列 車に順 次、 運転 中 止、徐 行

運転な どの 指示 を 行う。 さら に、 現 地作業 員の 線路 内 立ち入 り許 可、 ダ イヤへ の

影響の 極小 化の 検 討、旅 客へ の運 行 状況の 情報 提供 な ども同 時に 担う 。 これら 諸

タスク を行 うた め のルー ルや 取扱 い 基準は 定め られ て いるが 、実 場面 に おいて

は、気 象状 況の 変 化、ダ イヤ から 遅 延した 列車 の運 行 位置な ど、 状況 は ダイナ ミ

ックに 変化 する た め、こ の中 で適 時 的確に 列車 に対 し て指示 が行 われ な ければ 、

「運転 中止 区間 に 列車が 進入 する 」「 速度規 制区 間を 列 車が制 限速 度を 超 過して

走行す る」 とい っ た安全 を脅 かす 事 態や、 列車 ダイ ヤ が大幅 に乱 れる と いった 事

態が生 じる 。そ の ため指 令員 には 、 単にル ール や取 扱 いを知 って いる だ けでな

く、変 化す る状 況 を把握 しな がら 、 さまざ まな タス ク を適切 に実 施す る といっ

た、実 践的 な力 量 （コン ピテ ンシ ー ）が求 めら れる 。  

しかし 、鉄 道指 令 員に関 する 従来 研 究では 、指 令員 の ヒュー マ ン エラ ー のリス

ク評価 やコ ミュ ニ ケーシ ョン 能力 に 特化し た研 究は 見 られた もの の、 指 令員の タ

スク遂 行に 求め ら れるコ ンピ テン シ ーの抽 出や 評価 に 関して は取 り組 ま れてい な

い。さ らに 大手 鉄 道事業 者の 指令 員 の育成 につ いて 調 査した とこ ろ、 指 令員は 指

令員登 用時 に実 務 見習 い を通 じて 訓 練がな され 、そ の 際には 指導 役の 指 令員自 身

が持つ 経験 知を 適 宜伝達 して いる こ とが一 般的 であ り 、この ため 指令 員 の持つ コ

ンピテ ンシ ーに 実 力差が 生じ てい る 懸念が あり 、災 害 発生時 にお いて 対 応に個 人

差が生 じて いる の ではな いか と考 え られた 。  

そこで 本論 文で は 、運転 規 制 の際 に 求めら れる 指令 員 のコン ピテ ンシ ー 向上を

目指し て、 指令 員 に求め られ るコ ン ピテン シー の抽 出 方法と 評価 方法 を 、それ に

求めら れる 要件 を 明らか にし た上 で 提案し 、ま た実 際 にそれ らの 方法 に よりコ ン

ピテン シー の抽 出 と評価 を試 み、 方 法の有 用性 を確 認 するこ とを 目的 と した。  

ある大 手鉄 道事 業 者にお いて 指令 室 の現状 を調 べた と ころ、 管轄 する エ リアの

諸特性 が異 なる こ とから 、各 指令 室 で指令 員に 具体 的 に求め られ るコ ン ピテン シ

ーには 特有 のも の も存在 して いる こ とが伺 われ た。 こ のため 、コ ンピ テ ンシー の
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抽出は 各指 令室 に おいて なさ れる こ とが 望 まれ るこ と が明ら かと なっ た 。さら に

各指令 室に おい て 、所属 する 指令 員 ごとに コン ピテ ン シーの 獲得 状態 が 把握で き

れば、 指令 室と し ての所 属指 令員 の 個別訓 練に 資す る ことが 明ら かと な った。 そ

こで本 論文 では 、 各指令 室の 育成 担 当実務 者が 自室 の 指令員 に求 めら れ るコン ピ

テンシ ーを 抽出 で き、実 務上 の評 価 ができ るこ とを 目 標とし た。  

まずコ ンピ テン シ ーの抽 出方 法に つ いては 、望 まし い 行動と して のコ ン ピテン

シーを 明ら かと す ること にし 、先 行 研究  [前田 ら 2016]を参考 に、 タス ク を実現

する行 動と の関 係 性でコ ンピ テン シ ー抽出 を行 う方 針 をと る こと にし た 。すな わ

ち、① 指令 業務 の タスク 分析 を行 い 、②分 析し たタ ス クを実 現す るた め の指令 員

の行動 を抽 出し た うえで 、③ それ ら の行動 に関 連す る コンピ テン シー を 抽出す る

ステッ プを 提案 し た。こ の際 、実 務 者がコ ンピ テン シ ーを抽 出で きる 方 法とす る

ために 、タ スク を 細分化 する こと で その構 造を 実際 の 行動レ ベル まで 網 羅的に 明

らかに でき 、結 果 を直感 的に 表現 で きる HTA（階 層的 タ スク分 析法 ）を 用 いた。

なお指 令員 の行 動 は、ル ール に則 っ た行動 のほ か、 ダ イナミ ック な状 況 変化へ の

対処も 含ま れる と 考えら れる こと か ら、ル ール や取 扱 い基準 の分 析な ど のほか 、

指令員 への イン タ ビュー から も行 動 を抽出 した 。そ し て、こ れら 行動 に 関連す る

コンピ テン シー を 、その 構成 要素 と して知 識、 技能 、 態度の 観点 から タ スクに 関

連づけ て抽 出し 、 意味的 な類 似性 を もとに 整理 した 。  

次にコ ンピ テン シ ーの評 価方 法に つ いては 、航 空分 野 におい て実 運用 さ れてい

る CBTA (Competency Based Training and Assessment)を 参考に 提案 した 。 CBTA

では、 評価 対象 コ ンピテ ンシ ーが も たらす 望ま れる 行 動を行 動指 標と し て具体 化

し、評 価者 がそ の 行動指 標リ スト と 被評価 者 の 行動 観 察結果 を照 合し て 、該当 す

るコン ピテ ンシ ー を獲得 して いる か 否かを 評価 して い る。こ の方 法は 、 被評価 者  

の行動 を通 じて コ ンピテ ンシ ーを 評 価する こと から 、 被評価 者に 対す る 今後の 指

導方針 の決 定、 被 評価者 自身 の振 返 りへの 契機 の提 供 といっ た実 務要 求 にも応 え

ると期 待さ れる 。 そこで 本研 究で は 、 CBTA にな らっ た コンピ テン シー 評 価を行

う方針 をと るこ と とした が、 各指 令 室の育 成担 当実 務 者が特 別な 訓練 を 受けな く

とも実 務上 の評 価 ができ るこ とを 目 指し、 評価 作業 の 容易化 を検 討し た 。具体 的

には、 運転 規制 が 発令さ れた 場面 を 再現し たシ ナ リ オ ごとに 行動 指標 を あらか じ

め詳細 に記 述し て リスト 化し 、こ れ ら具体 的な 行動 指 標と指 令員 の実 際 にとる 行

動が一 致す るか 否 かのみ を二 択で 評 価する こと で、 評 価者が 指令 員の 行 動観察 に

注力で きる 方法 と した。  

上記で 提案 した 方 法によ るコ ンピ テ ンシー の抽 出と 評 価の有 効性 を確 認 するた

め、大 手鉄 道事 業 者の指 令室 にお い て検証 を行 った 。 特に評 価に つい て は、運 転

規制の 発生 頻度 が 少なく 指令 員が 持 つコン ピテ ンシ ー にばら つき が多 い と思わ れ

る当該 事業 者の 典 型的な 地方 指令 室 を対象 にし た。  
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その結 果、 抽出 に ついて は、 209 項 目 のコン ピテ ンシ ー が 明確 化さ れ、 さ らに

タスク と関 連づ け られた 理解 しや す い表現 で記 述す る ことが でき た。 ま た、得 ら

れたコ ンピ テン シ ーの約 7 割 が経 験 知であ り、 これ ま で先任 指令 員か ら 適宜伝 達

されて きた と思 わ れる力 量 を コン ピ テンシ ーと して 明 示化す るこ とが で きた。  

コンピ テン シー の 評価に つい ては 、 指令室 シミ ュレ ー タを構 築し 、指 令 室の実

際の育 成担 当者 1 名が評 価者 とな り 、経験 3 年 以上 の 中堅指 令員 3 名 を 被評価 者

として 、複 数の 運 転規制 シナ リオ を 与えて 実施 した 。 その結 果、 個々 の 指令員 の

コンピ テン シー の 獲得状 態が 適切 に 把握さ れ、 さら に シナリ オを 繰り 返 すこと で

の経験 や評 価の フ ィード バッ クを 通 じて、 不足 して い たコン ピテ ンシ ー が獲得 さ

れると いっ た有 用 性も認 めら れた 。  

さらに 本論 文に お いては 、以 上の 検 討結果 、及 びコ ン ピテン シー 抽出 、 評価に

関わる 先行 研究 を 踏まえ 、コ ンピ テ ンシー 評価 を行 う 対象業 務の 特徴 、 コンピ テ

ンシー の位 置づ け やその 利用 目的 か ら求め られ る要 件 に対応 した コン ピ テンシ ー

の抽出 方法 、評 価 方法を 導出 する プ ロセス を示 した 。   

本論文 は９ 章か ら 構成さ れる 。  

第 1 章では 、序 論 として 本論 文の 研 究背景 につ いて 述 べ、指 令員 が持 つ コンピ

テンシ ーに 関し て 解決す べき 課題 を 明らか にし て、 本 論文の 目的 を述 べ た。  

第 2 章では 、本 研 究の方 法と して 、 コンピ テン シー の 抽出、 評価 方法 の 検討ス

テップ につ いて 述 べた。 また 、用 語 の定義 を示 した 。  

第 3 章では 、運 転 規制に 対応 する 指 令員の 現状 と課 題 に関わ る現 地調 査 を行

い、そ の結 果を 踏 まえて 、コ ンピ テ ンシー の抽 出方 法 、評価 方法 に求 め られる 要

件を具 体化 した 。  

第 4 章では 、求 め られる 要件 を満 た すコン ピテ ンシ ー の抽出 方法 を検 討 した。  

第 5 章では 、提 案 したコ ンピ テン シ ーの抽 出方 法を 大 手鉄道 会社 に適 用 して、

運転規 制時 に指 令 員に求 めら れる コ ンピテ ンシ ーを 抽 出した 。  

第 6 章では 、求 め られる 要件 を満 た すコン ピテ ンシ ー の評価 方法 を検 討 した。  

第 7 章では 、提 案 したコ ンピ テン シ ーの評 価方 法を 対 象指令 室に 適用 し て、コ

ンピテ ンシ ーの 評 価と、 その 結果 の 指令員 への 振返 り などを 通じ て、 評 価方法 の

有効性 、有 用性 を 検討し た。  

第 8 章では 、本 研 究の成 果を 要約 し て、そ の意 義に つ いて考 察し た。 さ らに、

コンピ テン シー 評 価を行 う対 象業 務 の特徴 、コ ンピ テ ンシー の位 置づ け やその 利

用目的 から 求め ら れる要 件に 対応 し たコン ピテ ンシ ー の抽出 方法 、評 価 方法を 導

出する プロ セス を 示した 。  

第 9 章では 、本 論 文の結 論を 述べ 、 さらに 今後 の課 題 と展望 につ いて 述 べた。  
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